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目的　高齢者の円
えんばい

背は，歩行能力や運動機能の低下とともに，閉じこもりや転倒を招き要介護状態
に移行する要因の一つであることから，山間部在住高齢者の円背保有状況を把握するとともに，
円背高齢者における日常生活活動に対する自己効力感と社会交流活動，および健康関連QOL
について検討した。　

方法　山間部に在住する65歳以上の高齢者を対象に参加を依頼し，会場に参集した291人（男性124
人，女性167人）を分析対象とし，円背指数計測および，日常生活活動に対する自己効力感，
社会交流活動，および健康関連QOLについて質問紙を用いた面接聞き取り調査を実施した。
円背指数13.0以上を円背群，13.0未満を非円背群とした 2群間における各要因について比較検
討した。　

結果　対象者の平均年齢は74.9±6.4歳，円背指数は2.4～23.0の範囲にあり，平均指数は10.2±
3.6であった。男性では，年齢とともに円背指数が上昇し，80歳以上の者は65～69歳の者より
有意に高い結果を示したが，女性の円背指数は年齢との関係はみられず，80歳以上に次いで65
～69歳の者が高い傾向がみられた。円背保有者は，男性21.0%，女性20.4%と全体の20.6%を
占めていた。円背と各要因との関連では，男女とも，自己効力感，健康関連QOLにおいて円
背群では得点が低い傾向にあったが，その中でも，男性円背者は非円背群よりも，自己効力感，
健康関連QOLの下位尺度である「身体機能」「日常役割機能（身体）」「日常役割機能（精神）」
で有意に低かった。

結論　男性は年齢とともに円背の程度が進行し，男性円背者は身体機能が低下し，日常生活活動に
対する自信がなくなるという心理的な要因から，仕事や普段の活動を控えることが考えられた。
一方，女性では，加齢とは関係なく，65～69歳代の高齢期の初期に円背を保有していた。円背
を加齢によるものと漫然と捉えず，介護予防の観点から，円背者の早期発見や追跡，円背の悪
化防止，下肢機能やQOL維持，若い世代からの円背予防対策が必要であることが示唆された。

キーワード　地域高齢者，円背，自己効力感，社会交流活動，健康関連QOL

Ⅰ　緒　　　言　

　高齢化の急速な進展に伴い，高齢者ができる
限り健康で自立した生活を送るために，要介護
状態になることを防止し，「健康寿命」を伸ば

すことがわが国の重要施策の一つとなっている。
しかし，要介護者数は介護保険制度創設時より
倍増し，特に要支援の軽度者が大幅に増加して
いる1）。この要支援となった原因をみると「高
齢による衰弱」が22%を占め，「関節性疾患」

　投稿

山間部在住円背高齢者における日常生活活動に対する
自己効力感，社会交流活動，および健康関連QOL
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「骨折・転倒」が半数を占める2）など，下肢機
能の低下，身体活動の低下によりもたらされた
「廃用性症候群」であり，これを予防すること
は高齢者が自立した生活を送る上で重要な課題
でもある3）。
　高齢者の下肢機能低下は，歩行障害，易転倒
性，閉じこもりなどを招き要介護状態に移行す
るとして，2006年に「運動器不安定症」と包括
的な疾病概念・診断方法が示され，運動器リハ
ビリテーション治療の対象となっており，その
「運動器不安定症」をもたらす11の既往疾患の
一つに脊椎圧迫骨折及び各種脊柱変形（亀背，
高度脊柱後弯（以下， 円背），側弯）があげら
れている4）5）。
　高齢者の円背は，姿勢の変形や胸椎後弯角の
増大が大きくなるほど，身体保持能力や，立位
バランスの低下を引き起し，歩行能力や下肢機
能の低下6）7）及び，ADLの低下を招く8）とされ，
閉じこもりや転倒の危険因子となる9）ことが報
告されている。また，姿勢・体型の変化により
引き起された心理的な要因や，転倒に対する不
安のためにやりたいことをあきらめる等行動を
制限することや10）11），姿勢の前傾が強くなるほ
ど健康関連QOLが低下した12）とする報告もある
ことから，単なる姿勢や体型の変化のみならず，
要介護状態を招く要因の一つとして，下肢機能
の低下および，ADL，OQLの低下を防止する
必要がある。
　これらのことから本調査は，山間地域に在住
する高齢者の円背保有状況について明らかにす
るとともに，円背高齢者における日常生活活動
に対する自己効力感と社会交流活動，および健
康関連QOLについて検討することを目的とし
て実施した。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　調査地域および調査対象者
　福島県Ａ市は，人口約43,000人，65歳以上の
割合は27.4%（平成18年度）であり，市全体の
62％を山林で占め，農林業を主な産業としてい
る。本調査の対象地域としたＢ地域およびＣ地

域は，市の中心部から離れ，公共の交通機関は
なく，身近な地域集会場まで，片道約 3㎞離れ
ている場所もあるなど，山あいの中に住宅が点
在している農山村地域である。
　調査対象者は，Ｂ地域，Ｃ地域内の 7行政区
に在住する65歳以上の全高齢者639人とした。
対象地区保健委員の協力を得て対象者の本研究
への参加を依頼し，調査会場に参集した291人
を分析対象（以下，対象者）とした。

（ 2）　調査方法および倫理的配慮
　調査は平成19年 7 月下旬から平成20年 9 月上
旬までの14日間に，各行政区の集会場を会場と
して，事前に対象地区保健委員から調査日程，
方法の説明，調査協力を依頼し，調査当日に来
所した高齢者を対象として，質問紙を用いた面
接聞き取り調査および円背指数計測を実施した。
　本調査の実施にあたり，福島県立医科大学倫
理委員会の承認を得た後（承認番号：19医大企
第57号），Ａ市の承認を受け，対象者には，事
前に，研究の主旨，目的，参加への自由意思の
尊重，個人データの活用方法を説明し，同意し
た者のみについて調査した。

（ 3）　調査内容
　面接聞き取り調査の内容は，基本属性（年齢，
性別，家族構成，治療疾患の有無，身体の痛み
保有状況），日常生活活動に対する自己効力感
（以下，自己効力感），社会交流活動，および
健康関連QOLとした。
　自己効力感は，征矢野ら13）の転倒予防自己効
力感尺度10項目に，円背により特に困難を来し
やすい「長時間の正座」や「高い物を取る」の
2項目を加えた12項目とし，「大変自信があ
る」 4点，「まあ自信がある」 3点，「あまり自
信がない」 2点，「全く自信がない」 1点とし
て，合計得点を算出した。
　社会交流活動は，ここ 1カ月間の自宅の敷地
外への外出頻度について，「ほぼ毎日」「 1週間
に 2～ 3回」「 1週間に 1回位」「ほとんど外出
しない」の 4件法で回答を求め，さらに，古田
ら14），結城ら15）を参考にした「他者との交流の
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ある社会活動」について，①趣味や習い事など
の教室・グループへの参加，②老人クラブや
ゲートボールへの参加，③友人・近隣・別居し
ている家族・親族への訪問の①から③について
「週に 2～ 3回以上」「週に 1回位」「ほとんど
しない」の 3件法で回答を求めた。その上で，
外出頻度が週に 2回以上有り，「他者との交流
のある社会活動」の 3項目の内 1つでも週 1回
以上ある人を，社会交流活動の高い群とした。
　健康関連QOLは，主観的健康観と日常生活
機能を定量化した包括的健康関連QOL尺度と
して，Medical Outcome Study 36-Item Short-
Form Health Survey（以下，SF-36）の日本語
訳版を，日本語版著作権保有者の使用承諾を得
て用いた。SF-36は，「身体機能」「日常役割機
能（身体）」「体の痛み」「全体的健康感」「活
力」「社会生活機能」「日常役割機能（精神）」
「心の健康」の 8つの下位尺度に分かれており，
下位尺度ごとの得点を用いた16）。
　円背指数は，Milneら17）による測定方法をも
とに，自在曲線定規により立位で通常の楽な姿
勢をとった状態で，第 7頸椎（以下，Ｃ 7）か
ら第 4腰椎（以下，Ｌ 4）までの背部の彎曲を
なぞり，その形状を紙上にトレースした。その
上で，図 1のとおり，Ｃ 7とＬ 4を結ぶ直線Ｌ
（㎝），直線Ｌから彎曲頂点までの距離をH
（㎝）とし，Milneら17）の式を用い，その割合
を算出（Ｈ/Ｌ×100）し，円背指数として用いた。
　面接聞き取り調査は保健師，看護師が，円

背指数計測は同一の理学療法士が実施した。

（ 4）　分析方法
　基本統計量算出後，円背指数と年齢，性別と
の関連について検討した。
　さらに，対象者を「円背群」と「非円背群」
の 2群にわけ，自己効力感，社会交流活動，お
よび健康関連QOLについて比較検討した。なお，
釣谷ら18）の腰背部痛を保有しない人の円背指数
の境界域が13.0前後，寺垣ら19）の軽度円背者の
平均円背指数が12.7であったとする結果から，
円背指数13.0以上の者を「円背群」，13.0未満
を「非円背群」とした。
　統計解析は統計解析パッケージソフトDr SPSS 
for Windowsを用い，連続変数では，ｔ検定，
一元配置分散分析およびBonferroni多重比較，
Mann-Whitney U検定，カテゴリー変数ではχ2

検定を行った。検定の有意水準は 5 %とした。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　対象者の基本属性
　対象者の基本属性は表 1に示す。男性124人
（42.6%），女性167人（57.4%）の合計291人
であった。年齢別構成割合は65～69歳が67人
（23.0%），70～74歳が80人（27.5%），75～79歳
が83人（28.5%），80歳以上の者が61人（21.0%）
であり，最高齢者は96歳，平均年齢は74.9±

図 1　円背指数の計測方法

L（㎝） H（㎝）

円背指数＝Ｈ/L×100

表 1　対象者の基本属性
（単位　人（%））

総数
ｎ＝291（100）

男性 
ｎ＝124（42.6）

女性 
ｎ＝167（57.4）

平均年齢±標準偏差 74.9±6.4 74.9±7.0 74.9±5.9ns
範囲（最小－最大） (65-96) (65-96) (65-96)
年齢別分布
　65～69歳  67(23.0)  33(26.6) 34(20.4)
　70～74  80(27.5)  32(25.8) 48(28.7)
　75～79  83(28.5)  30(24.2) 53(31.7)ns
　80歳以上  61(21.0)  29(23.4) 32(19.2)
家族構成
　ひとり暮らし  31(10.7)   7( 5.6) 24(14.4)
　夫婦二人  47(16.2)  26(21.0) 21(12.6) *
　家族と同居 213(73.1)  91(73.4) 122(73.0)
平均同居家族数 4.2±2.1 4.5±2.2 4.0±2.1ns
配偶者有り 196(67.4) 102(82.3) 94(56.3)**
治療中疾患保有者 242(83.2) 100(80.6) 142(85.0)ns
痛み保有者（全体） 230(79.0)  90(72.6) 140(83.8) *

注　ｔ検定，χ2検定，ns；有意差なし，*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01
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6.4歳であった。家族構成は，「家族と同居」が
最も多く，「夫婦二人」と，「ひとり暮らし」の
高齢者のみ世帯は26.9%と全体の1/4を占めて
いた。
　現在治療中疾患保有者は83.2%と 8割以上を
占め，その疾患内訳は，高血圧が最も多く，次
いで白内障・緑内障等の眼疾患，心疾患，腰痛，
膝痛の順であった。また，身体の痛み保有者は
約 8割で，男性より女性が有意に多かった。痛
む場所は腰が最も多く，次いで膝，首・肩の順

であり，痛み保有者 1人当たり平均 2カ所保有
していた。

（ 2）　高齢者の円背保有状況
　円背指数の分布状況は表 2に示す。対象者全
体の円背指数は，2.4～23.0まで分布し（中央
値9.7），平均円背指数は10.2±3.6であった。
男女別にみると，男性の円背指数は4.4～19.3
（中央値9.9）の範囲にあり平均円背指数は
10.2±3.0，女性の円背指数は2.4～23.0（中央

表 2　男女別円背指数の分布および円背保有者の割合
総数

ｎ＝291（100） p
男性

ｎ＝124（42.6） p
女性

ｎ＝167（57.4） p

範囲 2.4‒23.0 4.4‒19.3 2.4‒23.0
（中央値） (9.7) (9.9) (9.5)
平均指数±標準偏差1） 10.2±3.6 10.2±3.0 10.1±4.0 ns
年齢別平均円背指数2）

　65～69歳（ｎ＝67） 10.0±3.6  9.3±2.8 10.6±4.2
ns　70～74　 （ｎ＝80）  9.7±3.6  9.7±2.8  9.7±4.1

　75～79　 （ｎ＝83）  9.8±3.5 10.4±2.9  9.4±3.7
　80歳以上（ｎ＝61） 11.6±3.5 11.5±3.2 11.6±3.8
円背保有者ｎ（%）3） 60(20.6) 26(21.0) 34(20.4) ns

注　1）　ｔ検定
　　2）　一元配置分散分析およびBonferroni多重比較
　　3）　χ2検定，ns；有意差なし，*ｐ＜0.05　

** *

表 3　男女別円背者の自己効力感，社会交流活動，および健康関連QOL
男性（ｎ＝124） 女性（ｎ＝167）

非円背群
（ｎ＝98）

円背群
（ｎ＝26） p 非円背群

（ｎ＝133）
円背群
（ｎ＝34） p

平均年齢1） 74.1±6.5 78.0±8.0 0.020* 74.6±5.3 76.1±7.9 0.553
自己効力感平均得点1） 37.5±7.7 33.5±7.5 0.019* 35.1±7.7 32.6±8.1 0.225
　自己効力感項目で「自信がない」人：ｎ（%）2）
　　布団に入る，布団から起き上がる 5( 5.1) 4(15.4) 0.072 5( 3.8) 3( 8.8) 0.217 
  座ったり立ったりする 16(16.3) 9(34.6) 0.039* 47(35.3) 16(47.1) 0.208
　　服を着たり脱いだりする 3( 3.1) 1( 3.8) 0.840 1( 0.8) 1( 2.9) 0.295
　　簡単な掃除をする 13(13.3) 3(11.5) 0.815 10( 7.5) 5(14.7) 0.191
  簡単な買い物をする 5( 5.1) 1( 3.8) 0.791 12( 9.0) 4(11.8) 0.628
　　階段を降りる 18(18.4) 11(42.3) 0.010** 56(42.1) 14(41.2) 0.922
　　混雑した場所を歩く 22(22.4) 13(50.0) 0.006** 62(46.6) 19(55.9) 0.335
　　薄暗い場所を歩く 27(27.6) 14(53.8) 0.011* 67(50.4) 23(67.6) 0.071
　　両手に物を持って歩く 31(31.6) 13(50.0) 0.082 66(49.6) 21(61.8) 0.206
　　でこぼこした地面を歩く 28(28.6) 13(50.0) 0.039* 55(41.4) 19(55.9) 0.128
　　長時間の正座 55(56.1) 18(69.2) 0.227 69(51.9) 22(64.7) 0.180 
　　高いところの物を取る 32(32.7) 15(57.7) 0.019* 88(66.2) 23(67.6) 0.870 
社会交流活動
　高群：ｎ（%）2） 82(83.7) 22(84.6) 0.908 107(80.5) 27(79.4) 0.892　低群：ｎ（%）2） 16(16.3) 4(15.4) 26(19.5) 7(20.6)
健康関連QOL1）
　身体機能 77.0±23.2 65.6±24.1 0.024* 67.8±22.2 64.7±26.2 0.695
　日常役割機能（身体） 71.8±28.8 54.3±27.9 0.005** 71.7±24.8 73.9±28.4 0.416
　体の痛み 68.0±27.0 57.3±23.1 0.072 59.0±24.4 62.8±24.4 0.319
　全体的健康感 60.6±21.8 57.1±21.6 0.539 63.5±21.0 62.7±21.3 0.776
　活力 63.4±21.6 57.5±19.7 0.129 65.2±19.3 60.7±23.3 0.313
　社会生活機能 85.3±21.8 86.1±17.8 0.86 87.5±19.5 80.1±23.3 0.083
　日常役割機能（精神） 74.5±28.6 59.6±26.3 0.009** 75.6±27.1 82.8±25.2 0.104
　心の健康 72.3±22.1 70.8±19.3 0.544 78.1±20.0 71.3±21.9 0.071

注　平均値±標準偏差，ｎ（%），1）　Mann-Whitney U検定，2）　χ2検定，*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01
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値9.5）の範囲にあり，平均円背指数は
10.1±4.0と，女性は男性より最小指数，
最大指数ともに広く分布し，中央値は女
性が0.4ポイント低かった。しかし，平
均円背指数は男女ともほぼ同じであり有
意な差はみられなかった。
　年齢別の平均円背指数は，65～69歳
10.0±3.6，70～74歳9.7±3.6，75～79
歳9.8±3.5，80歳以上11.6±3.5であり，
70～74歳および75～79歳より80歳以上が
有意に高かった。また，年齢別の平均円
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齢区分よりその差が大きかった。
　円背保有者（円背指数13.0以上）は，男性26人
（21.0%），女性34人（20.4%），合計60人（20.6%）
と全体の約 2割を占めていたが，その割合に男
女差はみられなかった。

（ 3）　円背と自己効力感，社会交流活動，およ
び健康関連QOL

　男女別の円背群と非円背群の 2群間における，
自己効力感，社会交流活動，および健康関連
QOLについては，表 3に示す。
　男性では， 2群間の平均年齢は，円背群は
78.0±8.0歳，非円背群は74.1±6.5歳であり，
円背群が有意に高かった（Ｚ＝－2.320，ｐ＝
0.020）。
　また，自己効力感平均得点は円背群33.5±7.5，
非円背群37.5±7.7（Ｚ＝－2.343，ｐ＝0.019）
と，円背群が非円背群よりも有意に低かった。
その中でも，「掃除」や「簡単な買い物」以外
の10項目で「あまり自信がない，まったく自信
がない」と回答しており，特に，「座ったり
立ったりする」「階段をおりる」「混雑した場所
を歩く」「薄暗い場所を歩く」「でこぼこした地
面を歩く」「高いところの物を取る」の 6項目
では円背群が非円背群に比し「あまり自信がな
い，全く自信がない」と回答した割合が有意に
高かった。
　社会交流活動は，円背群，非円背群の 2群間
では有意な差はみられなかった。
　SF-36は，「社会生活機能」以外のすべての
下位尺度で円背群は非円背群に比し低い得点で
あった。その中でも，「身体機能」は円背群
65.6±24.1，非円背群77.0±23.2（Ｚ＝－2.261，
ｐ＝0.024），「日常役割機能（身体）」円背群
54.3±27.9，非円背群71.8±28.8（Ｚ＝－2.820，
ｐ＝0.005），「日常役割機能（精神）」円背群
59.6±26.3，非円背群74.5±28.6（Ｚ＝－2.626，
ｐ＝0.009）と，円背群が有意に低い結果を示
した。
　女性では， 2群間の平均年齢は，円背群は
76.1±7.9歳，非円背群は74.6±5.3歳であり，
2群間に有意な差はみられなかった。

　自己効力感平均得点は円背群で若干低く，
「階段を降りる」以外の11項目で円背群が「あ
まり自信がない，全く自信がない」と回答し，
特に「薄暗い場所を歩く」「でこぼこした地面
を歩く」ではその割合が多くみられたが，いず
れも有意な差はみられなかった。
　社会交流活動は，男性と同様に円背群，非円
背群の 2群間では有意な差はみられなかった。
　SF-36は，「身体機能」「全体的健康感」「活
力」「社会生活機能」「心の健康」の 5つの下位
尺度得点が円背群は非円背群に比べ低く，他は
円背群で高い結果を示したがいずれも有意な差
はみられなかった。

Ⅳ　考　　　察

（ 1）　山間部在住高齢者の円背保有状況
　本調査地域在住で調査会場まで移動できる高
齢者の円背指数は最小2.4～最大23.0まで分布
し，平均指数は10.2±3.6であり，本調査で定
義した円背指数13.0以上の円背保有者は20.6%
であった。
　この結果は，本調査と同様に地域在住高齢者
で集会場まで移動できる対象者とした，釣谷ら18）

の65歳以上女性の円背指数2.7～29.2までの分
布，平均指数10.1±4.1，Nishiwakiら20）の地域
在住高齢者の円背指数1.7～32.5までの分布と
比較すると，最大値は低いが平均指数はほぼ同
様であった。しかし，伊藤ら21）の元気高齢者と
介護保険サービス利用者も含めた65人の平均指
数11.4，寺垣ら19）のリハビリテーション科で理
学療法中の高齢女性10人の平均指数15.1±5.0
と比較すると，本調査の平均指数は低かった。
さらに，伊藤ら21）は，円背指数15.0以上の者の
割合が26.2%と本調査より高い円背指数を基準
にしているにもかかわらず，その保有割合が多
いことを示している。これらのことから，本調
査の対象地域は交通機関のない山間部であり，
対象者は会場まで自力移動できる高齢者であっ
たことから，介護保険やリハビリテーション治
療の対象となる虚弱高齢者などの本調査会場ま
で移動できない人の中に，強度な円背者が含ま
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れていることが推察された。
　また，男性では年齢とともに円背指数が有意
に上昇するという結果から加齢により円背が進
行することが示唆されたが，女性では，釣谷ら18）

の年齢とともに有意に上昇していたとする結果
とは異なり，加齢との関連はみられず，65～69
歳の円背指数が80歳以上の者の次に高く，
Nishiwakiら20）と比較しても2.7ポイントも高い
結果を示したことから，本調査地域における女
性は65～69歳代の高齢期の初期に円背を保有し
ていたことや，今後の円背悪化が危惧された。

（ 2）　円背保有者の自己効力感，社会交流活動，
および健康関連QOL

　本調査地域の男性円背者は，非円背者よりも
平均年齢が高く，自己効力感，健康関連QOL
の「身体機能」「日常役割機能（身体）」「日常
役割機能（精神）」が有意に低かった。高齢者
の円背は，Mehrsheedら22）は重心動揺検査によ
り脊柱後弯者は姿勢の前傾により重心が前方に
位置し不安定になることや，齋藤ら23）は立位静
止時の圧中心がheel側からtoe側に移行し，後
方動揺に対しバランスを保持できなくなるとし，
後弯角が大きいほど足把持力が弱くなり24），片
脚立位時間や歩行能力が低下する6）と報告され
ている。本調査地域の男性円背者は，円背姿勢
によって，身体を保持するバランス能力や歩行
能力が低下するために，混雑した場所やでこぼ
こした地面，薄暗い場所などでの歩行や高いと
ころの物を取るなどの動作が不安定になり，自
己効力感の低下や身体機能の低下に影響を及ぼ
しているのではないかと考えられた。
　さらに，円背のある骨粗鬆症患者は健康状態
や姿勢・体形の悪化，転倒に対する不安のため
にやりたいことを諦めたり思い悩み，QOL全
体が低下することや10）11），Glassmanら12）は，脊
柱が後弯し姿勢の前傾が強くなればなるほど身
体機能と，SF-36が低下したと脊柱後弯と心
理・身体的要因との関連を明らかにしているこ
とからも，円背により，身体機能が低下し，日
常生活活動に対する自信がなくなるという心理
的な要因から，健康関連QOLの低下を招いて

いるのではないかと考えられた。
　一方，女性円背者は男性と違い年齢と円背と
の有意な関連はみられないが，薄暗い場所，で
こぼこした地面など不安定な環境での歩行に自
信がなくなる傾向は同様にみられた。
　本調査地域の女性円背者は，釣谷ら18）が，10
年前と比べ背中が「かなり丸くなった」と自覚
する人の37.0%がその容姿変化を「いつも気に
なる」とし，山崎ら25）は，円背があることを悩
み，地域の社会活動に参加する機会が減り，健
康観が低下すると心理的要因に影響することを
示唆し，Nishiwakiら20）も，女性においては後
弯度上昇と主観的健康感（度）低下が認められ
たとすることからも，女性円背者は背中が丸く
なるという円背姿勢を気にかけ，健康に自信が
なくなるという心理的要因から，家から外出し
地域の人と交流するなどの活動性を低下させて
いることが考えられた。
　本調査の結果では，西脇ら26）が，円背指数が
1単位増すごとに歩行能力は低下したとしてい
ることや，辻27）らが，高齢者の健康寿命を延伸
し，要介護状態へ移行することを防止するため
には，精神的な健康や社会活動性が高く，自己
効力感が高いことが必要であると述べているこ
とからも，高齢者の円背を加齢によるものと漫
然と捉えず，廃用性症候群を引き起す状態の一
つと捉え，閉じこもりや転倒予防等の介護予防
の観点から，円背者の早期発見や追跡，円背の
悪化予防，下肢機能の低下防止，心理的要因や
社会活動などのQOLの維持，特に女性では若
い世代からの円背予防対策が必要であることが
示唆された。
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